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自ら主体的にキャリアを形成していくことの重要性と 

IT人材の学び直しの状況について 
 

東京都立産業技術大学院大学 産業技術研究科 教授 

三好 きよみ 氏 

この記事は，情報システム学会第 17 回全国大会・研究発表大会（2021年 12 月 11 日）

における基調講演の口述内容をまとめたものです． 

 

■「人生100年時代」の働き方 

まず「自ら主体的にキャリアを形成して

いくことの重要性」ということでいくつか

お話したいと思います．人生100年時代を

皆さん一人一人がどう生きていくのかとい

う話です．多くの人が人生100年時代に関

心を寄せています．『ライフ・シフト』

（リンダ・グラットン＆アンドリュー・ス

コット著，池村千秋訳，東洋経済新報社，

2016年）という本が話題になり，日本では

著者による講演も盛況でした．それでも

「自分は生きないだろう．80歳ぐらいでい

いや」という話もよく聞きます．  

長生きするようになって，老後が長く

なったというのが，こちらのデータです．

大正の時代（1912～1926年）は，55歳とか

60歳ぐらいで仕事を引退して，平均余命は

60歳くらいですから，老後は数年でした．

それが，国民皆保険が実現した昭和36

（1961）年頃になると，60歳で引退，平均

余命は72歳で老後は12年になりました．そ

して，平成29（2017）年には65歳で引退，

平均余命が81歳ですから老後は16年に伸び

たのです．こうやって見ると，ああそうか

なと思うのですが，ただただ100年生きる

とか，定年が少し延びたと言われても，ぴ

んと来ない方も多いようですが，ここまで

データを出すと「えっ」という感じになる

ようです． 

前述の『ライフ・シフト』をもとに考え

ると，昭和，平成の時代は教育・仕事・老

後という3ステージでした．20歳ぐらいま

で教育を受けて，仕事をして，老後を過ご

せばいいという感じでした．ところが，人

生100年時代はそうはいかないみたいです．

一昨年ですが，「終身雇用を守るのは難し

い」とか，「終身雇用は制度疲労を起こし

ている」というのがニュースにもなりまし

た．一方で，国は，高年齢者雇用安定法を

改正し，70歳までの就業機会を確保すると

いっています． 

こうなると人生における「働く」の意味

に変化が生まれるにちがいありません．こ

れまではひとつの企業や職種を選び，現役

時代の大半の力をそこに注ぎ込んでいまし

た．しかしそれでは100年という長い時間

を乗り切ることはできないのです．「働く」

ことに対しより柔軟な考え方が求められる

でしょう．働く場所や職種はひとつではな

くなるかもしれません．学びや趣味，遊び

とのバランスをとる必要もあります．そし

て，どのように人生を過ごしたいのか，高

齢期まで見通して，自分自身の人生設計を

考える必要があるということです． 

リンダ・グラットンはこの点を「マルチ

ステージの人生を送りましょう」と表現し

ています．教育・仕事・老後という従来型

のキャリアはもう無理なので，教育のス

テージの頃からボランティアをしたり，

NPO活動をしたり，働いていても副業や起

業をしたり，学び直しや生涯学習など，い

ろいろなことをしながら過ごしていかない

と行き詰まってしまうのです． 

ひとつの企業で，一生過ごすということ

について，とくにIT関連従事者はどう考え
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ているか，人材の流動性に関する調査を

2021年8月に行いましたので，一部をご紹

介します． 

転職に関する考え方への回答として，積

極的に転職しようと考えている人はIT関連

従事者で 18.7％， IT関連従事者以外で

18.6％とほとんど変わりません．一方，転

職に否定的な考え方は，IT関連従事者の方

が割合が高く，つらくても転職せずに一つ

の職場で一生働き続けるべきであると思っ

ている人が，12％もいました．転職経験に

ついては，IT関連従事者は，転職経験がな

い人が40％ぐらいという結果でした．転職

2回以上は，IT関連従事者が20％ぐらいで

すが，IT関連従事者以外は35％ぐらいです．

IT関連従事者以外の方の4分の1が，3回以

上転職していました．IT関連従事者は，ど

ちらかというと，転職しやすい，転職して

いるというイメージがあったのですが，今

回の調査ではそうではないということがわ

かりました．私などはIT関連従事者の方が

転職しているイメージがあったのですが，

皆さんどうでしょうか．この調査の中で，

キャリア自律，仕事に対する価値観，学び

直しについても質問しているので，分析を

すすめていく予定です． 

ご参考までに，厚生労働省の「令和元年

度能力開発基本調査」によると，正社員の

65.7％，正社員以外の47.7％が，「自分で

職業生活を考えていきたい」または「どち

らかといえば自分で職業生活を考えていき

たい」と答えているのがわかります．7割

の方が企業に依存したくないと思っている

のです．ただし，その思いを行動に移せる

かどうかいうと，なかなか難しいところが

あるのではないでしょうか． 

■キャリア理論の変遷 

ここまでに，人生100年時代には，「働

く」ということをひとつの企業や仕事一辺

倒で過ごさず，仕事・学び・趣味・遊びの

バランスをとりつつ，柔軟に人生を組み立

てていくことが求められているようだとい

うことがわかりました．そして，どのよう

な人生を過ごしたいのか，キャリア形成を

自分で考えたいという人が多くなってきて

いるということもわかりました．とはいえ，

いやいや，考えろといわれても，どこから

どうしたらいいのかわからない，となりま

すよね．そこで，どうやって考えるのか？ 

キャリアをデザインするってどういうこと

なのか？ という話をこのあと，キャリア

の理論やアプローチを紹介しながら，進め

ていきたいと思います． 

ここにいらっしゃる方は，キャリアを狭

い範囲で考えている方はいらっしゃらない

と思うのですが，キャリアというと，キャ

リア官僚やキャリアアップみたいに，上昇

したり下降したりするものだと捉える方も

若干いらっしゃいます．しかし，それは狭

義のキャリアです．ここでは，さまざまな

経験や出会いによって歩んできた足跡，経

歴のことであり，生涯を通しての人間の生

き方・表現のことであるという広い意味で

捉えます．したがってアップもダウンもあ

りません．さらに強調したいのは，キャリ

アは生涯発達していくものであり，一人一

人の成長段階に応じて考える必要があり，

子どもの頃から高齢期になる頃まで成長し

ていくものであるということです． 

さて「キャリア」のイメージをつかんで

いただいたところで，次にキャリア理論の

変遷についてお話しましょう． 

この図は，縦軸が環境で，横軸が個人で

す．それぞれ静的から動的，つまり「変化

がない」から「変化がある」というふうに

動いていく軸です．キャリアの理論は，左

下の「社会構造アプローチ」から始まって

います．職業選択には社会階層や社会構造

が強い影響を及ぼすという考え方です．た

とえば，高い階層の人は専門性を高め，最

先端の職種に就くことを希望し，逆に，低

い階層の人は肉体労働などの職種を選ぶ傾

向にあります．こうした実態を把握するた

めに考えられたアプローチでした． 

その後，キャリアの理論は，職業選択の

際にパーソナリティや職務の特性に焦点を

あてる「個人特性アプローチ」，次に時間

軸を「職業選択」というワンチャンスから

人生全体にまで押し広げ，その中で職業を

捉えなおす「ライフサイクルアプローチ」

へと変わっていきました．さらに近年では，
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職務，組織，産業，家庭，国といった境界

を超えた「バウンダーレスキャリア」，ま

た変幻自在なキャリアという意味の「プロ

ティアンアプローチ」という概念も登場し

ています． 

これまで私たちを縛ってきた，産業構造

や時間，空間，情報共有の制約が減るとと

もに，個人のキャリアに対する考え方も変

化するだろうというのです．とはいえ，す

べてが変化を遂げたわけではなく，現在で

も，企業と個人とのマッチングなどには

「個人特性アプローチ」の考え方が強く

残っています． 

■５つのキャリア理論 

今回はこの中から，人生の発達段階の中

でキャリアを捉えるという「ライフサイク

ルアプローチ」を中心に，5つのキャリア

の理論を簡単にご紹介したいと思います． 

最初は，ドナルド・E・スーパーの「ラ

イフ・キャリア・レインボー」です．これ

は半円の虹を模した図によって，ひとの生

きていく時間軸と，役割の重なりや相互関

係，を表現し，そこからキャリアを考えて

みようという理論です．レインボーカラー

は人生における７つの役割を表しています．

７つの役割とは，下から，子供，学生，余

暇人，市民，職業人，家庭人，その他です．

時間軸は，誕生してから，成長期，探索期，

確立期，維持期，衰退期の5期に分けられ

ています．また，この7つの色の帯の面積

が，それぞれの段階における平均的な役割

時間とエネルギーの消費量を示しています．

それぞれの役割が占める時間の割合は時期

ごとに変化しているはずです．例えば，多

くの人は，45歳ぐらいに役割の量がピーク

を迎えます．最近は，中学校や高校でも

キャリア教育が盛んですが，このライフ・

キャリア・レインボーは多くの学校で授業

に用いられています． 

さて，次の理論に入る前に，みなさんに

質問です．「あなたは，自分のキャリア上

で大きな転機を感じたことがありました

か？」どうでしょうか．転職，異動，役割

の変化，自己変革を強いられる仕事上の変

化，あるいは結婚や子どもの誕生など，だ

れしも大きな転機があっただろうと思いま

す．以前，「しながわ学びの社」で講演を

行ったときに，86人の参加者に同じ質問を

したところ，ほとんどの方がなんらかの転

機を経験していました．「過去に転機を感

じたことがあった」と答えた方が半数，

「今まさに転機の最中にいると感じている」

という方が36％，「すでに乗り越えた」と

回答した方も7％ほどありました．年代別

では，「転機の最中」だと回答した人は，

50代13名，60代4名，70代2名でした． 

次は，この人生の転機に関する理論です．

提唱したユングは，人の人生を，日の出か

ら日の入りまでの時間の流れに喩えました．

そして，その時間を，少年，成人前期，中

年，老人という4つのステージに分け，正

午にあたる，成人前期と中年の間，年齢で

いうと40歳前後に，大きな転換期があると

述べています．なぜなら，人生の前半（午

前）には，社会的役割を重んじ，それを達

成することを目指すが，人生の後半（午後）

には，社会的役割から自由になり，個々の

価値観に目覚めていくからだというのです．

そして，この「人生の正午」こそが，人生

最大の危機であり，生き方や価値観を転換

して，それまでのものの考え方や行動を大

きく変える必要があるといっています．正

午をすぎてしまえば，日没に向けて“暮れ

て”いく時間帯だというネガティブな捉え

方があります．しかしユングは，午後には，

日陰が日なたに変わったり，風向きが変

わったりして，午前には背景や陰に埋もれ

ていた部分から違うものが見えてきたりす

ることがあると述べています．いずれにし

ても，「人生の正午」には，「自分自身に

ついて」「これからの生き方について」真

剣に考えることを迫られることが多いとい

うことです． 

このユングの理論を基にしたのが，ダニ

エル・J・レビンソンの「発達段階」です．

レビンソンは，人生には4つの発達段階が

あるという説を提唱しました．児童期と青

年期，成人前期，中年期，老年期です．そ

して，それぞれの段階に落ち着く「安定期」

と各段階の境目の「過渡期」を繰り返しな

がら成長すると考えました．例えば，発達
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段階の踊り場となっている，22歳ぐらいは

「成人への過渡期」です．ちょうど大学を

卒業して就職するあたりです．40～45歳が

「人生半ばの過渡期」，その後，役職定年

や定年を迎える年代が「老年の過渡期」と

呼ばれています．レビンソンは，このよう

な過渡期こそ自己のキャリアを質的にさら

に新しく発展させる自己再生のための好機

といっています．嫌なことだけではなくて，

いいこともあるということです．前述した

ユングの理論と同じです．皆さんの中にも，

過去を振り返り，そういえば，あれは過渡

期だったのかなと思われる方もいらっしゃ

るのではないかと思います．過渡期は，や

はりちょっと辛かったりします． 

ここまでは，ユングやレビンソンの理論

を通じ，過渡期は乗り越える課題が再発見

されるという意味で重要ですという話をし

てきました．次にご紹介する，ウイリア

ム・ブリッジスは，この転機や過渡期をト

ランジッションと呼び，これまでご紹介し

たような発達段階や年代にかからず直面す

るものだという説を唱えました．たとえば

仕事であれば，異動や退職など，個人生活

では，入学や卒業，家庭生活では，結婚や

出産といったものが，このトランジション

にあたります．また，人だけではなくて家

族同然のペットが亡くなったとか，収入の

増加・減少もトランジションだと考えられ

ています．こういうトランジションに出合

うと，場合によっては，混乱して逃げたく

なりますよね．環境が変わるときというの

は子どもでも大人でもすごく混乱します．

例えば，急に転校しろとか，部署を変われ

といわれると，どんな気持ちになるでしょ

う．慣れ親しんできた場所や人との関係か

ら引き離されてしまう「終わり」に直面し

て混乱し，空虚感を感じる，さらに，次の

新しい「始まり」には抵抗があり，変わり

たくないという思いを抱くのではないで

しょうか．ブリッジスは，そこで，逃げず

にトランジションを受け入れましょう．周

りも変わるのだけれども自分も変わること

で成長していくと述べています．これを機

会に自己イメージや価値観も変化して，新

しい夢の発見や古い夢を捨てるみたいな，

よくいわれる断捨離するようなことやって

いくと成長できるというのです． 

次は，ちょっと角度を変えて，絶対に譲

れないものについての話をしたいと思いま

す．だれしも，いろんな場面で絶対に譲れ

ないものがあると思いますが，キャリア選

択の時に絶対に譲れないものは何でしょう

か？ということで，エドガー・H・シャイ

ンの「キャリア・アンカー」という考え方

をご紹介します．これは理論というよりは，

分類方法です．たとえば，キャリアを選択

する分岐点に立ったときに，自分が絶対に

譲れないもの（キャリア・アンカー）をあ

らかじめ考えておくことで，よりよい選択

を導き出そうというアプローチです． 

キャリア・アンカーは，以下の三つに分

類できます．一つ目は，自分にできること

は何ですか，何が得意ですか，という問い

です．二つ目は，何をやりたいか，という

問いです．そして三つ目は，何をやってい

るときに自分は楽しくて充実しているのか，

という問いです．つまり，能力・才能，動

機・欲求，価値観・信条です．これらを明

確にするために，40問ほどの質問が用意さ

れており，それに答えることで，自分の

キャリア・アンカーが何かというのがわ

かってきます．ただし，この分類がどうこ

うというよりは，一度，この質問に対して，

自分で立ち止まって考えてみるということ

が重要なのかなと思います． 

転職を考えた時などは，こういう問いに

直面すると思います．自分のキャリアを振

り返ってみると，このアンカーが拠り所

だったのかなということがあったり，それ

がまた今後のよりどころになることがある

ということが多くいわれています． 

キャリア理論とアプローチについては以

上です．ここで一度まとめておきましょう．

キャリアとは「人生のそれぞれの時期で果

たす役割の組み合わせ」ということができ

ます．このキャリアの中では，とくに過渡

期，トランジションの時期が重要です．こ

れらを乗り越えることで，生涯にわたり成

長していきます．乗り越えるには，生き方

や価値観の転換が必要です．その時，のポ

イントとなるのが，「能力・才能，動機・
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欲求，価値観・信条」というキャリア・ア

ンカーです．このアンカーに基づいて，マ

ルチステージな人生を構築する――．以上

が，キャリア理論とアプローチの全体像で

す． 

■キャリアデザイン：自分自身の人

生を自らの手で設計する 

では，いよいよキャリアデザインの話に

入りたいと思います．ここまでで，100年

生きるかもっていうのはわかった．マルチ

ステージっていうのもわかった．仕事・学

び・趣味，遊びのバランスをとりつつ，柔

軟にというのもわかった．転機や過渡期が

重要だということもわかった．「けど，ど

うしたらいいの？」となるかと思います． 

そこで，先ほどまで説明してきた，キャ

リア理論やアプローチを取り入れながら，

自分自身の人生を自らの手で設計（デザイ

ン）してみようという話をしていきます． 

キャリアデザインでは，これまでの自身

のキャリアを振り返り，その歩みの意味を

再確認することが第一歩となります．「自

分は何をして来たのか」「何ができるのか」

など過去を振り返ってみるのです．なぜ，

あのとき，こっちを選択したんだろうか，

ということを考えてみてください．キャリ

アは自分の「歴史」ですが，振り返ること

によって，「未来」を構想する糧ともなり

ます．いやいや，もう終わったことだから，

私は前だけ向いていくんだ，という方もい

らっしゃるかと思います．でも，今日は

せっかく，ここまで聴いていただいていま

すので，だまされたと思って，ちょっと振

り返ってみてください．立ち止まって振り

返ることで，なにか，将来の方向性が見え

てくるかもしれません． 

振り返りにはいくつかの方法があります．

一つ目は，「年表づくり」です．まずは子

どものころからの印象的な出来事，入学と

か受験とか，仕事だと昇進，異動，転職ラ

イフイベントだと結婚とかを記します．次

に，その時のモチベーションの高低をグラ

フにします．さらに，出来事が起きたとき

の意識，感情，影響，さらには，印象的な

出会いや本，映画など，思いつくままに書

き込んだら，年表は完成です． 

二つ目は，「役割と時間軸」を振り返る

という方法です．現状を六つの軸，仕事，

学び，趣味，家族，社会，独立・副業に分

け，それぞれにどれぐらい時間やエネル

ギーを使っているのかを書き出すのです．

すると，土日は寝て過ごしているし，趣味

をちょっとやるかという感じで，家族も子

どももそんなに相手していない．「でも，

待てよ．こんなので終わっちゃうの？」み

たいなことがわかります．すると，せめて

5年後や10年後にはもうちょっと学びたい

し，趣味もやりたいし，何か副業もやりた

いとか，自発的に考えだす．それがこの方

法のよいところです． 

三つ目は，さきほどの「キャリア・アン

カー」です．自分の「得意なこと，やりた

いこと，楽しく充実していること」（能力，

欲求，価値観）について考えます． 

このように，今回は，三つのキャリアを

振り返りデザインしていくワークをご紹介

しました．「節目」や「転機」と感じると

きには，ぜひ，これらを使って，しっかり

とキャリアデザインしてみてください． 

■幸運な偶然を活かす姿勢 

そうはいっても，人生には何が起こるか

分からないですよね．コロナもあるし，地

震もある．人生は不確実なことに満ちてい

て，全て予測するなどできません．そう考

えると，虚無感や恐怖感で何もできなくな

りそうです．そこで想定外の出来事が起

こったら，逆にその出来事を利用しましょ

う，という考え方があります．「幸運な出

来事を積極的に作り出す」という考え方で

す．これが，ジョン・D・クランボルツの

「プランドハプスタンス（計画された偶発

性）理論」です． 

プ ラ ン ド ハ プ ス タ ン ス （ Planned 

Happenstance）とは，「キャリアをデザイ

ンし，幸運な偶然を活かす姿勢を育てるこ

とが大切である」という意味です．これは，

どういうことかというと，幸運な偶然は，

長期的な展望に立ち，方向性を持った歩み

を通じて，呼び込まれるということです．
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例えば，良い上司と出会う，おもしろいプ

ロジェクトにかかわるなどは，キャリアを

すべて成り行きに任せることからは生まれ

ません．偶然といっても，自分でつかむの

だよということを言われたことがある方も

いらっしゃると思います． 

クランボルツは，幸運な偶然を作り出す

行動指針として，好奇心，持続性，楽観性，

柔軟性，冒険心を挙げています．何がある

かわからなくても好奇心をもち，失敗して

も，楽観的に，柔軟に，冒険してみること

が大事だということです． 

この点における重要な視点として，M・

B・アーサー＆ D・M・ルソーの「バウン

ダリーレス・キャリア」をご紹介します．

「バウンダリーレス（Boundaryless）」と

いう言葉からもわかるように，「境界をな

くす，境界を越えていく」ことの重要性を

訴えた理論です．居心地のいい１つの組織

に留まらず，境界を越え，異なる組織との

ネットワークを構築することによって，そ

こで出会った，人々の知識を自分のものに

し，さらに，そのコミュニティをもとにし

て，学習をしたり，影響し合ったりしま

しょう．という意味です．ちがう側面から

読むと，会社，組織に頼るのではなく，そ

こから飛び出して，ひとりひとりが，自分

のキャリアについて，責任をもって進んで

いきましょうという解釈にもなります．特

に今いる場所が心地よいと，そこから外へ

飛び出すという発想はなかなか生まれませ

ん．しかし，最初に紹介したような，マル

チステージの人生を歩むには，コンフォー

トゾーン（居心地のよい場所）から一歩外

に出てみる，勇気を持って，境界を越えて

ちょっと，違う世界にいくことが必要では

ないかと思います．小さい金魚鉢の中は居

心地がいいけど，もう少し大きな水槽や，

さらには大海原に出るともっと新しい世界

が開けるというような話です． 

私も社会人大学院に行くかどうか悩んで

いたとき，仕事もあるし，時間が取れるの

かなどいろいろ考えて躊躇しました，しか

し，思い切って一歩踏み出したら，広く大

きな世界が広がっていたという経験があり

ます． 

■なぜ社会人になってから大学院で

学ぶのか 

ここからは私の研究のご紹介です．現在，

国際的にみて，日本では「学び直し」（ス

キルアップとリスキリングの両方を含む）

が少ないということが課題になっています．

OECDの学び直しに関するデータでは，平

均が11％であるのに対し，日本は2.4％で

した．コロナ禍の影響による非対面勤務と

か，デジタル領域の知識や経験を持つ人材

の需要が増えているということで，世界的

に，デジタルスキルを「リスキリング」し

ていく取り組みが進んでいるようですが，

それでも日本人の意識が急に変わることは

ないようです．意識改革が必要です．この

ような問題意識と，私自身が，学び直しに

よってキャリアを構築することができたと

いう経験とを踏まえ，日本において学び直

しに対する認識を変え，多くの人がチャレ

ンジするようになるには，どのような方策

が必要なのか，というのが研究の課題とな

りました． 

ここから「仕事を持つ社会人の専門職大

学院入学への動機づけ，および学びによる

変容プロセス」について，インタビューを

実施し，その結果を分析して，モデルを構

築するこころみを行いました．インタ

ビュー対象者は，社会人になってから大学

院で学んだ経験のある16名です．インタ

ビュー結果は，M-GTA（修正版グラウン

テッドセオリーアプローチ）という手法で

分析しました．その結果，やはり皆さんは，

環境要因としての様々な転機，仕事環境に

停滞や変化があって，心理的な変容が起き

たと，振り返っています．学ぶしかない，

誰か他の人と出会いたい，自分を変えたい，

という欲求が根元にあったのです．しかし，

それだけでは大学院受験まで行きつかない

ということもわかりました．そのような思

いを抱いているときに，偶然何らかの後押

しがあったというのです．例えば，大学院

の説明会に行ってみた，授業が土日で通い

やすいことがわかった，知っている人がす

でに行っていたとか，そういうことが後押

しになっていました．つまり，トランジ
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ション，転機，過渡期に人生を振り返り，

学びたいと思ったところに，後押しがあっ

て初めて，受験，入学という行動へとつな

がっていったのです．入学後は，ほとんど

の人が日々の成長を実感したようです．期

待どおり，ITのことも学べたし，会社で学

んだことを実際に使って活かせた，それだ

けでなく，期待以上の学びがあったという

ことを多くの人が述べていました．それは

人との出会いです．学ぶことというのは，

本を読んでもいいし，何らかの勉強する手

段があるのですが，大学院という学びの場

では，年代もバックグラウンドも多様な同

級生，教員と出会います．そのような環境

で得たものが非常に大きいというのです． 

私も，社会人大学院での学びを何度か経

験しているので，よくわかります．心理学

では，モデリングという言い方をするので

すが，人の経験を聞くことで，自分もその

経験したような感じになります．いろいろ

な方と出会っていろいろな話を聞くと，そ

れも経験したような感じになれるのです．

一人で経験できることは非常に限られてい

るのですが，多様な人との出会いによって，

経験しなくても経験値が上がっていくよう

な状況になります．そのような日々の成長

の実感が積み重なり，修了時には，満足感，

やりきった達成感が得られているようです．

そして，自分が何をやりたいのかが見えて

きて，次にまた学ぼうとか，次に何かしよ

うという新たな意欲が湧いているという人

が多いということが，このインタビューか

らわかりました． 

以上のように，学び直しのプロセスが明

らかになったのですが，意外だったのは，

後進育成の視点が確認できなかったという

点です．本来なら，エリクソンの理論にあ

るように，40代から60代には後輩を育てる

という課題に焦点があたるはずなのです．

しかし，今回の調査では，そういう年代で

も，後進育成の視点が出てきませんでした．

それよりも自分がもっと学びたいとか，成

長したいという欲求が非常に強かった，と

いうのが特徴的な点でした． 

 

■東京都立産業技術大学院大学の紹

介 

さて，個々人の学び直しの意欲が高まっ

ても，その受け皿や，後押しがなければ社

会的な潮流とはなりません．そこで私自身

の関わっている， ITに関連する学び直し

と，リカレント教育に関する，2つの事例

を紹介します．東京都立産業技術大学院大

学と，筑波大学の「働く人への心理支援研

究開発センター」で10月に開講されたリカ

レントプログラムです． 

東京都立産業技術大学院大学は，専門職

大学院であり，学生は主に社会人です．社

会人の学びやすさに配慮した，各種のユ

ニークな仕組みを取り入れており，その一

つに「単位バンク制度」があります．科目

等履修生として取った単位は，正規入学し

たら単位として認定し，授業料を返すとい

うものです．この制度を利用して，単位を

貯めてから入学される方も多くいらっしゃ

います．この大学院では，産業分野横断的

に必要とされる専門職人材の育成を目指し

ているため，情報アーキテクト，ものづく

りアーキテクト，事業イノベーターという

三つのコースを設定しています．そして，

「PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニ

ング）型教育」を実施しています．チーム

単位で実務レベルのプロジェクトを動かし，

成果を競う中で学びを得るやり方です．修

論の要件ともなっています（詳細後述）． 

社会人が学びやすいようにということで，

コロナ禍以前から講義動画の提供や遠隔授

業を実施していました．全ての授業を録画

し提供，欠席時や復習に利用できるように

なっています．さらに修了後 10 年間はそ

の動画が視聴できます．この間，最新の授

業が視聴できるということです．特に，IT

系は新しい情報を入手でき有効だと思いま

す．また，録画授業と対面授業を適宜組み

あわせた「ブレンディッド・ラーニング」

という方式を採用する授業もあります．座

学は講義動画をオンデマンドで学習し，そ

のあと対面授業で，演習やグループワーク

などを行うという設計です． 

今回は代表的なものだけをご紹介しまし



情報システム学会誌 Vol.18, No.1 

 

JISSJ Vol.18, No.1 67 

たが，このほかにも社会人の学習しやすさ

や受験のしやすさに配慮した，様々な制度

を採り入れています．さきほどご紹介した

ように，情報アーキテクト，ものづくり

アーキテクト，事業イノベーター育成のた

めの，3 コースあるのですが，特に，ここ

は情報システム学会ということで情報アー

キテクチャコースを紹介します．これは IT

スキル標準をベースに作った履修科目群で

す．情報アーキテクチャコースの中には，

IT 系，エンタープライズ系，システム開発

系，マネジメント系といった科目系があり，

私はプロジェクトマネジメントを担当して

います．ただし，AI，データサイエンス，

組み込みシステムなどは情報アーキテク

チャコースではなく，デジタル系科目とし

て，創造技術コースの中のデジタル系科目

とされています．とはいえ，希望者であれ

ばコースをまたいで履修でき，8～10 単位

までは修了要件になるので，これらの科目

を履修している情報アーキテクチャコース

の学生も多くいらっしゃいます．修論の代

わりとなる PBL 型教育は，1 年次に基礎的

な知識を得た後に，2 年次で実施すること

になっています．できるだけ実際の業務内

容に近いプロジェクトを企画して，複数人

で取り組んでいきます．プロジェクトを完

遂して，成果発表した後に，修士として認

定されるという流れです． 

修了後に成果物を実際に世の中に出した

り，ベンチャーの会社を起こしたりという

ケースも，出てきています．2006年開学以

来，入学者総数は 1600 人余りで，修士と

して1174名を送り出しています．長期履修

生として長く学んでいる方や，業務多忙，

転勤，出産，子育てや介護などで学業を中

断せざるを得ない方がいるなかでの数字で

す．主に社会人を対象としていると述べま

したが，2021 年 10 月の時点では，在籍者

数が 246 名，22 歳から 72 歳までの幅広い

年代の学生が学んでいます．また約 25%が

女性です．この 3 年間で着実に女性が増え

ていることがわかります． 

キャリア再開支援入試という制度では，

結婚・出産・育児・介護で離職や休職を余

儀なくされた方に対して，奨学金を給付し

ています．厚生労働省の専門実践教育訓練

指定講座にも指定されており，授業料が 7

割戻ってくるようです．ここまでが本科の

ご紹介でした． 

本科とは別に，特徴ある制度として，

「AIITシニアスタートアッププログラム」

があります．起業に挑戦するシニアを後押

しし，必要とされる高いレベルの知識及び

スキルを，短期間で修得することを目指し

ており，概ね 50 歳以上を対象としていま

す．大学院教育レベルでの学び直しのため

の PBL型教育を組み込んだプログラムです．

8～3 月までの 8カ月間，平日夜間，土曜日

曜に実施しています．まずは知識スキルの

習得，そして事業開発手法の習得，最後に

業務遂行能力の向上というように 3 つのユ

ニットで構成されています．内容に応じて，

オンデマンドやオンラインでの提供を行い，

フィールドワークも行っています．1 期目

の 2018年には，八丈島へ 2泊 3日で出かけ

て，フィールドワークを行い，地元事業者

の方との情報交換，最後は，事業案の発表

まで行いました．1 期目の方は，実際に何

人か起業されています．今期が 4 期目で，

受講生 21 名のうち 5名が女性です． 

■ITスキルを身に付けたい人のため

のライフキャリア醸成・就職支援

プログラム 

次は筑波大学のリカレントプログラムを

紹介します．これは社会人向け IT講座です．

文部科学省による「就職・転職者のための

大学リカレント教育推進事業」の一環で，

「IT スキルを身に付けたい人のためのライ

フキャリア醸成・就職支援プログラム」と

して 2021 年 10月に開講されました． 

このプログラムは，筑波大学の「働く人

への心理支援開発研究センター」が主催し

ています．このセンターの活動は心理支援

事業が中心であり，IT に関する知見，人材

が比較的手薄でした．そこで同センターの

修了生であり，かつ IT経験者である私がご

一緒することになった次第です．このプロ

グラムは，失業者や転職を希望する方を対

象として，288 時間のプログラムを無償で
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提供するものです．10 月に開講し，1 月末

まで平日昼間と土曜に実施しています．新

人研修で提供されるような ITスキルのプロ

グラムと，キャリア心理学や産業・組織心

理学，さらには法律やマネープランなどの

ライフキャリアに関するプログラム，そし

て，寄り添いサポートとして，国家資格

キャリアコンサルタントをお持ちの方の

キャリアコンサルティング，動機づけ支援，

臨床心理士や公認心理師の方によるメンタ

ルヘルス支援が提供されます． 

■私の視点から考える「ITプロジェ

クトで仕事をするということ」 

ここで，ITプロジェクトで仕事をすると

はどういうことなのかについて，少しお話

したいと思います．というのは，IT従事者

にこそ，学び直しの機会が必要だと考えら

れるからです．例えば，IT関連のほとんど

の仕事は，プロジェクト単位で進められま

す．したがって，上司の交替は日常茶飯事

ですし，期間もまちまち，ノウハウが蓄積

されにくかったり，標準化されていなかっ

たりということも普通です．スキルの習得

も，系統だった教育ではなくOJTがほとん

どです．それでもそれまでの経験が生かせ

るプロジェクトならよいのですが，プロ

ジェクトごとに特徴が異なることが多く，

それを把握するまでがたいへんです． 

こうした環境下でプロジェクト・マネー

ジャが目指すのは，プロジェクトの成功

（計画通りにQCDを達成する）であり，今

やっているプロジェクトで必要なスキルを

早く身に付けてほしい，という短期的な目

標の実現がせいいっぱいです．昔は長いプ

ロジェクトも多く，現場でも，人材を育て

ていこう機運があったようです．しかし現

在は，長期的な視点で人を育てるというの

難しく，個人の能力や意欲に依存していま

す．そのキャリアパスも，プログラマーか

ら始まって，設計に関わるようなシステム

エンジニアとなり，次に小さなチームの

リーダー，そのあとプロジェクト・マネー

ジャ，というように，階段を登っていくよ

うなイメージが定着してしまっています．

技術者としてスキルを極めることを目指し

たいと考えても，リーダーやマネージャと

いった管理職の階段を登らざるをえないの

が現状です．また，ひとりひとりの向き不

向きや希望が，あまり考慮されないことも

あります． 

このように，ITプロジェクトで仕事をし

ていると，長期的なキャリアを展望できな

いとか，組織にいても目指すパスがないと

いったことがあります．環境にもよるし，

業界全体がそういうことではないと思いま

す．しかし，私の経験から考えて，このよ

うな環境下で働いている人が大多数だと思

います． 

だからこそ，自分自身の手で，キャリア

を構築するという意識が重要になります．

大きな転機によって，突き動かされたり，

小さい転機で，ちょっと振り返ってみたり

しながら，学び直しをしてみたり，新しい

ことにチャレンジしたりすることが大切に

なるのです．これも私の実感です． 

これからも，転機はやってくると思いま

す．そのときにはまた，立ち止まって，振

り返り，自分自身の人生を自らの手で設計

したいと考えています． 

■私のキャリア 

最後に，この実感の元になった，私自身

のキャリアを紹介したいと思います． 

私は，福井県坂井郡丸岡町で生まれ育ち

高校まで過ごしました．町村合併で，今は

坂井市となっています．坂井市には，丸岡

城のような国の重要文化財や，皆さんご存

じの東尋坊があります．永平寺もそう遠く

はないです． 

福井県の特徴として，女性の労働があり

ます．一般的に女性労働は，出産，育児で

いったん仕事を辞めることが多く，就業者

の年代でのグラフではM字型になるといわ

れています．ところが，福井県は，このM

字型の下がりがほとんど見られません．ど

ういうことかというと，結婚後も出産前ま

で働き，出産後は，産休だけとって，すぐ

にまた働くというようなことが多いからの

ようです．また，3世代同居や，親の近く

に住み祖父母が孫をみて，お母さんは働い
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ているケースが多いのだと思います．私の

家もそうでしたし，周りもそういう家庭が

多くありました． 

さらに，福井県の共働き世帯の割合は，

昭和55年には約70%でした．平成27年には

58.6％と低くなりましたが，それでも全国

平均47.6%を10％以上も上回っています．

そのような環境で育ったので，私は子ども

のころから女性も一生働くものだと思って

いました．周りを見ても友達のお母さんも

みんな働いているし，専業主婦という言葉

を小学生のころは聞いたことがありません

でした．また，祖父母と同居も多く，鍵っ

子という言葉も知りませんでした．福井県

は，世帯年収が都道府県別ランキングで常

に上位であったり，さらには幸福度ランキ

ングでも一位の常連ですが，それは女性労

働に支えられているのではないかと思って

います． 

ここで，先ほどキャリアデザインのお話

の中で登場した「年表づくり」の方法を

使って，私のキャリアと転機についてご紹

介したいと思います． 

一度目の転機は，高校一年生の冬に遭遇

した豪雪です．後に「56豪雪」と呼ばれ，

２メートル近い雪が福井の町を襲ったので

す．積もった雪で，鉄筋コンクリート４階

建ての頑丈な校舎ですらつぶれる危険があ

るので学校を休みにします，という日が

あったほどの雪です．休みならまだいいの

ですが，「皆さん，家からスコップを持っ

てきてください」と集合がかかり，その日

は教師も生徒も一緒になって屋上の雪かき

をしたものでした．朝は雪をかき分けなが

ら暗いうちに家を出る，猛吹雪の中を帰る

ということもありました．このときに，こ

んな雪が多くて辛い目にあう日本海側から

脱出したい，雪の降らない太平洋側に行き

たい心の底から思いました．同級生たちと

「静岡とか暖かそうでいいよね」とか

「（同じ日本海側の）富山，金沢はちょっ

とね」という話をしたものです． 

また，高校は進学校でしたが，まだまだ，

女子の大学進学への理解が進んでいない時

代でもありました．そこで「学校の先生に

なりたいので進学したい」「ついては試験

科目が有利なので太平洋側の大学を受験し

たい」という理由をつけて，愛知教育大学

へ進学しました．ところが，教育者の道を

歩み始めたものの，教育実習で限界を感じ，

路線を変更します．じゃあどうするかとい

うことで，男女問わず，いわゆる文系学生

でも応募できた，今でいうSIerに就職しま

した．当時はコンピュータ業界に入って，

プログラマーになるなんで先進的でかっこ

いいねといわれたものです．周りの友人も

同じように，SIer に就職しました．これが

第二の転機でした． 

三つ目の転機となったのは，働き始めて

9年目くらいに起こりました．LAの支社へ

の2か月弱の長期出張です．ちょうど野茂

選手が活躍した時代でした．日本との時差

の関係で遅くまで残って仕事することがよ

くありました．すると同僚から「いつまで

いるの？ 早く帰りなさい」「Enjoy your 

life」と声を掛けられるのです．LAは，本

当に抜けるような青空で，一緒に働いてい

た人たちも明るくて，毎日を楽しんでいる

のが伝わってきました．何よりも自分が楽

しむことが大事というのを肌で感じたもの

です．そんな雰囲気は，私の人生に対する

考え方も変えてくれました． 

さて，こうして仕事のキャリアを積む一

方，私は現在所属している産業技術大学院

大学に2006年の開学時に入学し，仕事をし

ながら，修士号を取得しました． 

その間に会社がIBMに合併され，2012年

には，ユーザー系システム子会社に転職し

ました．ここで四つ目の転機が訪れます．

上司になった方と，人材育成や職場風土改

善など新しいことを立ち上げていたのです

が，1年ほど経ったときに，なんと，この

上司が突然亡くなります．前日に「お疲れ

様」といって地下鉄の入り口で手を振った

相手が，突然いなくなるというのは，本当

にショックでした．さらにその頃，自分自

身も病気をして入院して手術するというこ

とがありました．こうした出来事に遭遇す

ると，生きているだけでありがたい，やり

たいことはやれるうちにやろうというよう

に，考え方や人生観が変わったのでした． 

転職先のユーザー系システム子会社では，
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開発や技術部門ではなく，管理本部に所属

して，人材開発や採用をメインに担当して

いました．担当する業務が変わったことを

きっかけに，今度は筑波大学大学院に入学

し，カウンセリングを中心に，キャリア理

論や心理学を学びました．そして修了後は，

つづいて，ビジネス系の博士課程でシステ

ムズ・マネジメントの学位を取りました． 

その後，こうしたキャリアを生かす場を

求めた結果，2019 年に福岡県立福岡女子大

学の教員として採用されました．同大学で

は学部生にコンピュータサイエンスやプロ

グラミングを教えると同時に，IR・情報化

推進センターの副センター長を務めました． 

そして，2020 年 4 月，東京都立産業技術

大学院大学情報アークテクチャコースの教

員として着任しました．教員としてはまだ

若葉マークのような状況です． 2021 年 8

月からは筑波大学の心理研究開発センター

で研究員も兼任しています．専門領域は，

キャリア心理学，カウンセリング心理学，

産業・組織心理学，生涯発達心理学といっ

た領域です．そして，もう一つの専門領域

として，IT 業界に長くいましたので，プロ

ジェクトマネジメント，高度 IT人材育成，

学び直し，リカレント教育といった領域で

す．どちらの領域でも，キャリア，人材育

成，チームビルディングといった，ヒトを

研究対象としています． 

先日，在籍していた筑波大学岡田研究室

のOBによる分担執筆で『働くひとの生涯

発達心理学Vol.2―M-GTAによるキャリア

研究―』（晃洋書房）を出版しました．

キャリアに関する研究論文を少しわかりや

すくして，とりまとめたものです．インタ

ビューから質的分析を検討している方がい

らっしゃれば，分析手法の参考にもなるか

と思います．ご興味があれば，是非お手に

とってみてください． 

このように現在は，大学で教員をやって

いますが，「学校の先生になる」という地

元を出たい一心で親についた方便が，奇し

くも，実現したことには「幸運な偶然」を

感じずにはいられません． 

■キャリア形成意識向上の射程 

さて最後に，こうしたキャリア形成意識

の向上が，私たちに何をもたらしてくれる

のかというお話をします． 

世界経済フォーラムでは，各国における

男女格差を測るジェンダーギャップ指数を

2021年3月に発表しています．この指数は，

「経済」「政治」「教育」「健康」の4つ

の分野のデータから作成され，０が完全不

平等，１が完全平等を示しています．日本

は発表の始まった2006年以来，ずっと下位

にあり，2021年は156か国中120位でした．

これはG7各国と比べると，日本は2006年以

降ずっと一番下のラインです．先進国の中

で最低レベル，アジア諸国の中で韓国や中

国，ASEAN諸国より低い結果です．また，

だんだん他国との差は開いているように見

えます． 

日本政府はこうした状況を打開するため

に，2020 年 12 月に，第 5 次男女共同参画

基本計画というものを閣議決定しました．

改めて上の４つを提示し，その実現を通じ

て，男女共同参画社会の形成の促進を図っ

ていくということです．「第 5 次」ですか

ら，以前より男女共同参画社会形成の促進

は進められていたのです．中でも 2003 年

に決定された「第 2 次」では，「社会のあ

らゆる分野において，2020 年までに，指導

的地位に女性が占める割合が，少なくとも

30％程度になるよう期待する」とうたわれ，

“2020年 30％”の目標とよばれていました．

しかし，実際は目標にはるかに及びません

でした．そこで，第 5 次計画で改めて，こ

のような 4 つが提示されたようです．もち

ろん，この中には，男女格差にとどまず，

ダイバーシティ＆インクルージョンもキー

ワードとして登場します． 

前述した筑波大学のリカレントプログラ

ムでは，応募者 71 名のうち 7 割の 50 名が

女性でした．試験と面接により，30 名の方

が受講されていますが，そのうち 25 名が

女性です．この文部科学省による推進事業

の支援を受けた ITスキルのプログラムは，

東京都内では，青山学院大学において「女

性向けの ITリカレント教育プログラム」と

して女性のみを対象に実施されています． 

147 名の女性から応募があったとのことで
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す． 

日本経済新聞の記事（2021 年 11 月 29日）

によると，長らく女性労働者の受け皿と

なってきた事務職が，近年は ITなどに取っ

て代わられつつある，そこで需要が高まる

ことが予想される IT人材へとリスキリング

を企図する人が増える傾向にある，という

ことです．そもそもデータ・情報サービス

業の女性就業者は高くありませんから，こ

こには大きな可能性が広がっていることに

なります．

 

このように，すでに現実は動きつつあり

ます．この動きをさらに後押しすることが，

日本社会のさまざまな課題解決の糸口にな

るのではと，私は考えています． 

主体的なキャリア形成の意識醸成，IT人

材における学び直しの促進による影響は，

人生100年時代に対する新しい生き方や，

ひとりひとりの人生の課題解決だけに留ま

ることはないでしょう． 

（文責：編集委員会） 

 


